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◆巻頭言 原発より人の命がたいせつだ！ 
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福
島
第
一
原
発
の
事
故
後
、
日
本
の
原
発

は
わ
ず
か
に
稼
働
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
年

９
月
15
日
に
再
び
原
発
稼
働
ゼ
ロ
に
な
り
現

在
ま
で
原
発
が
稼
働
し
て
い
な
い
時
間
が
更

新
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。
大
飯
原
発
が
動
く

前
の
60
日
間
を
勘
定
に
入
れ
れ
ば
、
３
０
０

日
以
上
原
発
無
し
で
日
本
は
や
っ
て
き
て
い

る
の
で
す
。
そ
の
間
、
政
権
が
代
わ
り
、
国
民

的
な
議
論
を
無
視
し
て
原
発
再
稼
働
あ
り
き

の
政
策
が
進
め
ら
れ
る
昨
今
、
５
月
21
日
に

画
期
的
な
判
決
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
大
飯
原

発
運
転
差
止
訴
訟
の
福
井
地
裁
判
決
で
す
。 

   

判
決
文
は
、
大
飯
原
発
の
運
転
差
し
止
め

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。 

「
コ
ス
ト
の
問
題
に
関
連
し
て
国
富
の
流
出
や

喪
失
の
議
論
が
あ
る
が
、
た
と
え
本
件
原
発

の
運
転
停
止
に
よ
っ
て
多
額
の
貿
易
赤
字
が

出
る
と
し
て
も
、
こ
れ
を
国
富
の
流
出
や
喪

失
と
い
う
べ
き
で
は
な
く
、
豊
か
な
国
土
と
そ

こ
に
国
民
が
根
を
下
ろ
し
て
生
活
し
て
い
る
こ

と
が
国
富
で
あ
り
、
こ
れ
を
取
り
戻
す
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
国
富
の
喪
失
で
あ

る
」
「人
格
権
は
憲
法
上
の
権
利
で
あ
り
、
ま

た
人
の
生
命
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
る
が

ゆ
え
に
、
我
が
国
の
法
制
下
に
お
い
て
は
こ
れ

を
超
え
る
価
値
を
他
に
見
出
す
こ
と
は
で
き

な
い
。
～
中
略
～
そ
の
侵
害
形
態
が
多
数
人

の
人
格
権
を
同
時
に
侵
害
す
る
性
質
を
有

す
る
と
き
、
そ
の
差
止
め
の
要
請
が
強
く
働

く
の
は
理
の
当
然
で
あ
る
」 

   

非
常
に
ま
っ
と
う
で
わ
か
り
や
す
い
判
決

文
に
、
久
々
に
心
が
躍
り
ま
し
た
。
ま
さ
に

「
司
法
は
生
き
て
い
た
」
で
す
ね
。 

   

こ
の
判
決
に
対
す
る
否
定
的
な
言
説
も

色
々
読
み
ま
し
た
。
「
事
故
原
因
が
究
明
さ

れ
て
い
な
い
と
の
指
摘
は
事
実
誤
認
」
「ゼ
ロ
リ

ス
ク
を
求
め
る
考
え
方
は
裁
判
所
の
判
断
と

し
て
不
適
切
」
「津
波
対
策
、
重
大
事
故
対
策

を
適
切
に
行
え
ば
事
故
防
止
は
可
能
で
あ
り

人
格
権
を
侵
さ
な
い
」
、
は
て
は
裁
判
長
個
人

の
人
格
否
定
的
な
も
の
ま
で
… 

   

し
か
し
、
こ
の
判
決
の
す
ご
さ
は
、
単
な
る

技
術
論
を
判
断
基
準
に
し
て
い
な
い
と
こ
ろ

で
す
。
原
発
は
万
が
一
に
も
事
故
が
あ
っ
た

場
合
、
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
影
響
を
生
じ

て
し
ま
う
性
質
の
も
の
で
、
そ
の
リ
ス
ク
は
取

れ
な
い
と
言
い
切
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
上
級

審
は
ど
の
よ
う
に
闘
わ
れ
る
の
か
、
注
目
し
て

い
か
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
メ
デ
ィ
ア
の
中

に
は
「
大
方
の
予
想
は
上
級
審
で
覆
さ
れ
る

だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
」
と
い
う
報
道
も
あ
り

ま
し
た
が
…
、
大
方
っ
て
誰
な
の
で
し
ょ
う
？ 

   

こ
れ
ま
で
原
発
関
連
訴
訟
は
、
ほ
と
ん
ど

が
請
求
棄
却
、
敗
訴
の
歴
史
で
し
た
。
そ
れ
で

も
、
市
民
は
生
命
や
生
活
を
守
る
権
利
と
し

て
原
発
建
設
や
稼
働
に
対
し
、
裁
判
を
起
こ

し
続
け
て
き
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
訴
訟
は
３
・

11
以
降
、
よ
り
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。
「原

発
と
人
権
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」に
よ
る
と
、
現
在

国
内
の
16
の
原
発
や
再
処
理
工
場
な
ど
で
、

26
件
の
差
止
め
訴
訟
が
、
福
島
原
発
事
故
の

責
任
を
問
う
も
の
も
含
め
る
と
、
原
発
訴
訟

は
全
部
で
50
件
近
く
に
上
る
そ
う
で
す
。
足

温
ネ
ッ
ト
も
「原
発
メ
ー
カ
ー
訴
訟
」
の
原
告

に
参
加
し
て
い
ま
す
。 

   

日
本
は
政
治
が
ど
ん
ど
ん
強
権
的
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ご
り
押
し
で
九
州
電
力
の
川
内

原
発
が
稼
働
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
立

法
＝
国
会
と
行
政
＝
内
閣
の
暴
走
に
、
司
法

＝
裁
判
所
は
ぜ
ひ
と
も
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て

欲
し
い
で
す
。
今
年
、
東
日
本
大
震
災
後
、
初

め
て
原
発
ゼ
ロ
の
夏
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
ま
ま

ゼ
ロ
で
行
き
ま
し
ょ
う
。 

◆
代
表
・奈
良
由
貴  

８ 小川町の市民協同発電所を訪ね

て／新刊のご紹介『市民・地域共同

発電所のつくり方』／活動日誌 

７ 環境・エネルギー８行ニュース 

６ ソーラー女子の静かな挑戦 

事務局長 山﨑求博 

２ 芽生える市民発電を取り巻く 

状況 

事務局長 山﨑求博 

１ 巻頭言 

原発より人の命がたいせつだ！ 

代表 奈良由貴 

●もくじ● 

５ えどがわ市民発電プロジェクト

「えど・そら」だより 

理事 柳澤一郎 

大飯原発差し止めを命じた福井地裁

判決を伝える地元福井新聞の号外 
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足元から地球温暖化を考える市民ネットえどがわ公式フェイスブック   https://www.facebook.com/sokuonnet 

 ５月中旬に埼玉県小川町に行ってきました。埼玉県
西部にある人口３万人ほどの町で、和紙づくりや有機
農業で知られています。また、家庭から出る生ゴミか
らメタンガスを作り、ガス燃料や発電として活用する
バイオガスプロジェクトも行われています。 
 昨年設立されたNPO法人「おがわまち自然エネル
ギーファーム（以下ファーム）」では、今年３月町内
に出力17.5kWの太陽光発電による「おがわ町市民協
同蟹沢発電所」を建設しました。この発電所設立にあ
たっては、足温ネットもファームの要請を受けて、設
立ノウハウの提供などお手伝いさせていただきまし
た。ここで発電された電気は全量固定価格買取制度に
よって全量売電されますが、売電先は東京電力ではあ
りません。生協パルシステム東京が事業所などに再生
可能エネルギーを供給するために設立された「うなか
みの大地」という電気事業会社です。電力会社以外に
売電するのはここが初めてではないでしょうか。 
 発電所は、線路沿いの畑に囲まれた雑種地に建てら
れており、発電された電気は新しく建てられた電柱を
通じて東京電力の所有する配電網に接続しています
が、新しい電柱や配電網のトランスの交換に約40万
円の工事費を請求されたそうです。建設費を安く抑え
るために、作業の多くをメンバーたちの協力で行い、

そのために電気工事士の資格を取った方もいます。 
 ファームは、エネルギーを地域に供給する協同組合
をめざしています。日本では法的規制から難しいです
が、ドイツでは市民出資による協同組合が再生可能エ
ネルギー事業の担い手として急成長しています。これ
からもこの試みを応援したいと思います。 
  

●おがわまち自然エネルギー 
http://ogawa-efarm.net 

 

新刊の 

ご紹介 

小川町の市民協同発電所を訪ねて 

4.12 パルシステムPPS設立１周年記念シンポジウム 

4.13 脱原発フォーラムに参加 

4.17 第１回運営委員会 

4.18 市民電力連絡会･連続学習会 

4.19 アースデー東京で市民電力連絡会の出展を手伝い 

4.25 都議会･生活者ネットワークと「市民と行政の協議会」 

   について打ち合わせ 

5.10 おがわまち自然エネルギーファームと交流 

5.14 第２回運営委員会 

5.24 2014年度定期総会と記念セミナーを開催 

5.31 パネルソーラー祭りに参加、山梨県北杜市にあるオー 

   ナー型市民発電所を見学 

6.01 気候ネットワーク総会、シンポジウム「気候女子トー 

   ク」に参加 

6.06 原発ゼロかわさき市民発電所と打ち合わせ 

6.07 江戸川区環境フェア2014に出展 

   NPO法人エコメッセ定期総会に出講 

6.08 ストップ・フロン全国連絡会総会に出席 

6.09 生活クラブ生協と省エネゲームについて意見交換 

6.11 第３回運営委員会 

6.13 河野都議に再生エネ普及についてレクチャー 

7.02 都議会生活者ネットワーク「市民と行政の協議会」 

7.04 市民セクター政策機構セミナーに出講 

 足温ネット活動日誌 市民･地域共同発電所のつくり方 
～みんなが主役の自然エネルギー普及 
編著:和田武ほか／かもがわ出版 
定価:1,836円（1,700円+税） 

 この本は、昨年9月に京都で開催

された「市民・地域共同発電所全国

フォーラム2013」をきっかけに作ら

れました。 

 前半では、足温ネットのほか、合

同会社や農民団体、自治会、大学

など様々な主体による市民・地域

共同発電所の実践例が紹介されて

います。後半では、自然エネルギー

の市民・地域共同発電所づくりに必

要となる構想・計画、資金調達や技

術的課題について、ポイントやノウ

ハウについて解説しています。 

 地域で市民による発電事業を考

えられている方々には最良の書と

言えるでしょう。 
  

◆かもがわ出版 

http://www.kamogawa.co.jp 
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●原発抜きでも温室ガス削減可能 
（2014.4.21 朝日新聞） 

 温室効果ガスの削減策に関する報告書を公表

した国連の気候変動政府間パネル（IPCC）は

その根拠などを示した文書を公開した。既存の

原発は耐用年数まで使い、新規建設はやめる脱

原発依存のシミュレーションでも「温室効果ガ

ス削減コストの上昇はごくわずかだ」と言及。

そのうえで、風力や太陽光発電と原子力などは

相互に置き換えることが可能としている。 
 

●耕作放棄地で太陽光発電 
（2014.4.29 紀伊民報） 

 和歌山県田辺市で、耕作放棄した農地を転用

して太陽光発電を始める農家が増えている。耕

作放棄地は年々増加しており、日照時間の長い

立地を生かした活用法として注目されている。

市農業委員会によると、昨年度に太陽光発電の

ために農地転用を許可した数は10件。固定価格

買い取り制度が始まった12年度は１件だった。

現在も複数の農家が手続きを準備している。 
 

●さいたま市と東京発電がマイクロ水力発電 
（2014.4.30 日刊工業新聞） 

 東京発電はさいたま市との共同事業で、マイ

クロ水力発電所２基の運転を始めた。同市水道

局の尾間木配水所と深作配水所にそれぞれ最大

出力64kW、63kWの水車発電機を設置した。

年間発電量はそれぞれ約47万kWh、約43万キ

kWh。東京発電が発電所の建設と運転・保守を

担い、同市水道局が電気を東京電力に全量、販

売する。 
 

●原発再稼働無ければ料金安くならない 
（2014.5.9 産経新聞） 

 電気事業法改正案について、電気事業連合会

の八木誠会長（関西電力社長）が９日の衆院経

済産業委員会に参考人として出席、「原発再稼働

がなければ需給が逼迫し、電気料金は安くなら

ない」などと意見陳述した。八木会長は「自由

化を実効的なものとするためには、供給力の確

保が大前提。（原発再稼働など）需給改善を見極

めてからにしてもらいたい」と注文をつけた。 
 

●企業向け電気料金、震災後25％上昇 
（2014.5.12 日経新聞） 

 企業向け電気料金の2013年料金は東日本大

震災前の10年比で25％上がり、米国の2.5倍の

水準となった。原発停止で燃料費が増えたのが

最大の要因だが、経産省によると、日本の修繕

費は、米カリフォルニア州の７倍超、韓国の３

倍超。「地域独占で設備を増やし続けた結果、過

剰なコストがかかっている可能性がある」との

見方がある。 
 

●長野の太陽光投資ファンドに勧告 
（2014.5.15 日経新聞） 

 証券取引等監視委員会は、長野県の投資業者

「おひさまエネルギーファンド」について、16

日にも金融商品取引法に基づき行政処分するよ

う金融庁に勧告する方針を固めた。監視委の検

査でファンドの資産と事業費用の分別管理がず

さんだったことが判明したため。同社は太陽光

発電事業に投資していた。同ファンドでは勧告

に従うとしている。 

●原発所員、命令に反し撤退 
（2014.5.20 朝日新聞） 

 福島第一原発所長の吉田昌郎氏（2013年死

去）が、政府事故調査・検証委員会の調べに答

えた「聴取結果書」によると、東日本大震災４

日後、第一原発にいた所員の９割が吉田氏の待

機命令に違反し、10キロ南の福島第二原発へ撤

退していた。その後、放射線量は急上昇してお

り、事故対応が不十分になった可能性がある。

東電はこの現場離脱を３年以上伏せてきた。 
 

●原子力国策民営のあり方で国に要望 
（2014.5.26 日刊工業新聞） 

 電気事業連合会の八木誠会長は定例会見で、

電力の小売全面自由化にあたり現在の原子力の

国策民営の在り方を再検討するよう国に強く訴

えた。2016年に全面自由化する電気事業法の

一部改正案が今国会で成立する見通し。これを

受け、「自由化後の競争環境下では、超長期の投

資や費用の回収が難しくなる」と述べ、回収可

能となる制度の創設などを求めた。 
 

●東京都、東電に13億円支払いへ 
（2014.5.27 朝日新聞） 

 東京都が所有する水力発電所の売電先を東京

電力から別会社に変更し、東電から補償金51億

円余を求められていた問題で、都は13億円余を

支払う方針を固めた。東京地裁の民事調停で同

地裁が解決金の金額に従った。都は現在、新電

力「エフパワー」に売電中。11年度の東電への

売電額は約10億円で、新電力への売電は約11

億円に増える見込み。 
 

●政府、原賠法見直しに着手 
（2014.5.30 日経新聞） 

 政府は原子力発電所の事故が起きたときの賠

償責任を定めた原子力損害賠償法の改正作業に

着手する。６月中にも文部科学省や経済産業省

の幹部を集めた関係会議を設置する。電力会社

などの原発事業者と国の責任分担のあり方が焦

点となる。産業界からは「事業者の責任範囲を

限定させるべきだ」と原賠法の改正を求める声

が上がっていた。 
 

●日本の排出、震災後7％増 
（2014.6.4 日経新聞） 

 温暖化ガス排出量が2010年度から２年で約

7％増えたことが経済産業省の集計でわかった

震災後に原発が停止し、火力発電の割合が高

まったため。12年度の温暖化ガスの総排出量は

10年度比6.9％増の13億4300万トン。総排出

量の3割超を占める電力会社の排出が30％増え

た。火力発電に用いる化石燃料への依存度が10

年度の62％から13年度は88％まで拡大した。 
 

●原発安全対策費は2.2兆円超 
（2014.6.8 日経新聞） 

 電力各社が原発の安全対策に投じる追加費用

が、10社合計で総額2.2兆円超に達することが

分かった。原子力規制委員会が安全対策の強化

を求めた結果、昨年1月時点の試算から2.6倍に

膨らんだ。昨年1月に10社が暫定的にはじいた

費用は8655億円。昨年11月時点で１兆7千億

円超に倍増した。今回の調査ではさらに対策強

化を迫られ、半年程度で約千億円増えた形だ。 
 

●改正電気事業法が成立 
（2014.6.11 日経新聞） 

 家庭向けを含めた電力小売りを2016年に完

全自由化する改正電気事業法が11日午前の参院

本会議で自民、公明両党などの賛成多数で可

決、成立した。法改正により電力会社から供給

義務を外し、電力会社による地域を越えた競争

や新規参入を促す。電気の届かない地域が生ま

れないよう、送配電網を持つ電力会社に離島な

どへの供給の最終的な責任を持たせる。 

●百瀬川市民発電所建設へ 
（2014.6.14 毎日新聞） 

 高島市北部の百瀬川に計画されている小水力

市民発電所の事業概要がまとまった。出力は

199kWで、年間発電量は168万kWh（一般家

庭約400世帯分）。企業や団体、一般市民の出

資も募り資本金2000万円の事業母体を組織す

る予定で、来年10月の発電開始を目指して建設

へ動き出す。計画したのは社団法人「市民エネ

ルギーたかしま」。 
 

●石原環境相、最後は金目でしょ 
（2014.6.16 朝日新聞） 

 石原伸晃環境相は16日、東京電力福島第一原

発事故の除染で出た汚染土などを保管する中間

貯蔵施設の建設をめぐり、首相官邸で記者団に

対し「最後は金目でしょ」と語った。中間貯蔵

施設建設では、地元への交付金額や地権者に対

する補償額が焦点になっている。石原氏の発言

は、政府が地元との交渉を金で解決する意図だ

と取られかねない。 
 

●再生エネ買い取りに上限、検討へ 
（2014.6.18 東京新聞） 

 経済産業省は十七日、有識者らによる総合資

源エネルギー調査会新エネルギー小委員会を開

き、再生可能エネルギーの固定価格買い取り制

度の改定に向け本格検討を開始した。小委員会

では、拡大する買い取り費用に対して、先行す

る海外の事例を参考に、消費者に転嫁される買

い取り費用の総額に一定の上限を設けることな

どを検討する。 
 

●送配電網のフェアな完全開放を 
（2014.6.19 産経新聞） 

 ソフトバンクは18日、電力システム改革の

「発送電分離」にからみ、電力会社の送配電部

門を、完全な別会社にするよう国に求める方針

を明らかにした。孫正義社長は「電力会社が保

有する全国の送配電網がフェアに開放されなけ

れば、新電力は価格で勝負できない」と述べ、

東京電力などが進める、持ち株会社傘下に分社

化した送配電部門を置く手法を強く批判した。 
 

●送配電システム統一へ 
（2014.6.22 日経新聞） 

 電力10社は2016年にも電力の使用状況や停

電など送配電の情報管理システムを統一する。

これにより新規参入企業は売電に必要な情報を

得る際に別々のシステムを用意せずに済み、全

国展開がしやすくなる。参入コストを下げ、競

争や電気料金の引き下げも促す。政府は、今秋

までに電力会社がシステムの規格や、企業と接

続する条件をどこまでそろえるかを詰める。 
 

●広域融通機関の大枠固まる 
（2014.6.26 日経新聞） 

 全国規模の電力融通を管理する「広域的運営

推進機関」の組織の大枠が固まった。来年４月

に発足する同機関には電力会社に加え、小売り

を手がける新電力、発電だけを手がける事業者

の３グループが参加する。同機関は送電線の整

備などに強い権限を持つため、電力会社の議決

権は３分の１に抑える。新電力や発電事業者と

対等とすることで競争環境を整える狙いだ。 
 

●原発コストは火力より割高に 
（2014.6.27 朝日新聞） 

 全国の原発が2015年に再稼働し、稼働40年

で廃炉にする場合、原発の発電コストは１kWh

あたり11.4円となり、10円台の火力発電より

割高となることが、大島堅一･立命館大学教授ら

の分析でわかった。東京電力福島第一原発の事

故対策費が膨らんでいるためだ。原発の発電コ

ストを実態に近づけるため、実際にかかる事故

対策費や政策経費も総額に加えて試算した。 

環境・エネルギー 
８行ニュース 

※報道記事を抜粋したものです 
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２
０
１
２
年
７
月
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

特
別
措
置
法
に
基
づ
く
全
量
固
定
価
格
買
取

制
度
の
ス
タ
ー
ト
は
、
そ
れ
ま
で
寄
付
と
助
成

金
に
頼
っ
て
き
た
市
民
発
電
事
業
に
採
算
可

能
性
を
高
め
さ
せ
、
各
地
で
市
民
・
地
域
発
電

事
業
が
芽
生
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
一
方
で
事
業

を
取
り
巻
く
状
況
や
課
題
も
明
ら
か
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。 

 

●
原
発
ゼ
ロ
の
た
め
に
川
崎
で 

 
 

先
日
、
川
崎
市
内
で
開
か
れ
た
市
民
電
力

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
市
内

に
住
む
個
人
や
団
体
に
よ
る
「原
発
ゼ
ロ
か
わ

さ
き
市
民
発
電
所
」の
建
設
す
る
た
め
の
検
討

の
場
で
、
足
温
ネ
ッ
ト
の
市
民
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
え
ど
・
そ
ら
」
の
経
験
に
つ
い
て
話
し
て
欲
し

い
と
の
要
請
を
受
け
た
た
め
で
す
。 

 
 

元
々
、
川
崎
市
に
は
公
害
被
害
に
対
す
る

住
民
運
動
の
歴
史
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
流
れ

を
受
け
継
ぎ
、
市
民
活
動
も
盛
ん
で
す
。
２
０

０
０
年
代
初
頭
に
は
、
公
共
施
設
に
市
民
か
ら

の
寄
付
と 

助
成
金
で
太
陽
光
発
電
所
が
建
設

さ
れ
た
経
緯
も
あ
り
ま
す
。 

 
 

今
回
の
発
電
所
づ
く
り
で
は
、
そ
う
し
た
経

緯
を
踏
ま
え
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
の

た
め
に
自
治
体
と
連
携
し
な
が
ら
地
域
全
体

で
進
め
よ
う
と
の
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
住
民
運
動
や
労
働
団
体
か
ら
は
「
原
発
ゼ

ロ
」
を
掲
げ
た
い
と
の
想
い
が
強
く
あ
り
、
そ
の

場
合
に
は
自
治
体
と
の
連
携
は
望
め
ま
せ
ん
。

結
局
、
自
治
体
と
の
連
携
は
さ
て
お
き
、
原
発

ゼ
ロ
を
か
か
げ
た
発
電
所
を
建
設
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。  

 
 

発
電
所
の
建
設
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
す
で
に

市
内
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
屋
上
を
貸
し
て
く
れ
る
所

を
見
つ
け
、
そ
こ
に
は
出
力
25
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の

太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
が
設
置
可
能
で
建
設
費

用
が
９
０
０
万
円
と
い
う
見
積
も
り
が
出
て
い

ま
す
。
メ
ン
バ
ー
た
ち
の
や
る
気
と
熱
意
は
十

分
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
先
立
ち
、
先
進
事
例
と

し
て
長
野
県
飯
田
市
の
お
ひ
さ
ま
フ
ァ
ン
ド
を

見
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
資
金
調

達
計
画
は
お
ろ
か
、
事
業
主
体
と
な
る
団
体

も
未
設
立
の
状
況
で
す
。
私
か
ら
は
、
建
設
費

用
全
て
を
借
り
入
れ
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
の

で
、
寄
付
と
の
併
用
し
て
は
ど
う
か
、
事
業
開

始
後
の
法
人
税
や
各
種
保
険
な
ど
の
負
担
を

見
込
ん
だ
計
画
作
り
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
な

ど
を
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

事
例
報
告
の
後
、
発
電
所
作
り
に
向
け
た

話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
「
建
設
資
金
全
て
を
借

り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
不
安
だ
」「
事
業

主
体
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
よ
り
も
非
営
利
型
株
式

会
社
の
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
な
ど
…

議
論
は
２
時
間
に
わ
た
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
７

月
27
日
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
く
こ
と
に
し
た
そ
う
で
す
。 

 

●
都
内
で
も
市
民
発
電
が
ぞ
く
ぞ
く 

  

調
布
市
で
は
市
民
な
ど
が
立
ち
上
げ
た
非

営
利
型
の
株
式
会
社
が
、
市
の
施
設
の
屋
根

を
借
り
て
太
陽
光
発
電
を
始
め
ま
し
た
。 

 
 

発
電
事
業
を
手
が
け
る
の
は
「
調
布
ま
ち
な

か
発
電
」
。
市
民
や
事
業
者
で
つ
く
る
「調
布

未
来（
あ
す
）の
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
議
会
」
が
昨
年

５
月
に
設
立
し
た
非
営
利
型
の
株
式
会
社
で

す
。
こ
の
会
社
で
は
市
と
協
定
を
結
び
、
無
償

で
計
約
７
千
平
方
メ
ー
ト
ル
分
の
屋
根
や
屋

上
を
借
り
、
市
営
住
宅
や
駐
輪
場
な
ど
計
34

カ
所
に
発
電
パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
一

つ
ひ
と
つ
の
発
電
出
力
数
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
す

が
、
合
計
す
る
と
９
２
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
級
で
す
。 

 
 

設
置
費
約
３
億
４
千
万
円
は
多
摩
信
用
金

庫
か
ら
の
融
資
で
ま
か
な
い
、
固
定
価
格
買
取

価
格
制
度
に
よ
っ
て
年
間
約
４
千
万
円
の
収
入

を
得
な
が
ら
、
設
置
費
や
必
要
経
費
を
差
し

引
く
と
、
収
益
は
20
年
間
で
約
７
千
万
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
収
益
は
市
の
環
境
目

的
の
基
金
に
寄
付
す
る
な
ど
し
て
地
域
に
還

元
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
配
慮
し
た
暮
ら
し
を
広

 

 
芽
生
え
る
市
民
発
電
を
取
り
巻
く
状
況 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

足
温
ネ
ッ
ト
事
務
局
長
・
山
﨑
求
博 

 

●東京都内にある市民発電団体 
①足元から地球温暖化を考える市民ネットえどが

わ（江戸川区）／②エコメッセ（世田谷区）／③青梅

小水力発電プロジェクト（青梅市）／④元気力発電

所（練馬区）／⑤こがねい市民発電（小金井市）／

⑥こだいらソーラー（調布市）／⑦ＧＱパワー（世田

谷区）／⑧世田谷みんなのエネルギー（世田谷

区）／⑨多摩電力（多摩市）／⑩調布まちなか発

電／⑪としまからエネルギーを考える会（豊島

区）／⑫中野・環境市民の会（中野区）／⑬八王子

協同エネルギー（八王子市）／⑭町田電力（町田

市）／⑮みたか発電（三鷹市）／⑯武蔵野市民発

電（武蔵野市） 

※以上16団体（50音順・法人格略） 
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げ
て
い
く
の
に
役
立
て
る
と
共
に
、
停
電
時
に

は
無
償
で
市
に
電
力
を
提
供
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。 

 
 

一
般
社
団
法
人
八
王
子
協
同
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
太
陽
光
発
電
施
設
を
建
設
す
る
の
は
、
市

内
堀
之
内
地
区
に
あ
る
「
お
っ
さ
ん
牧
場
」と

い
う
酪
農
牧
場
で
す
。
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に

程
近
い
丘
陵
地
は
、
東
京
の
酪
農
発
祥
の
地
と

し
て
知
ら
れ
、
か
つ
て
は
11
軒
の
酪
農
農
家
が

あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
４
軒
の
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
お
っ
さ
ん
牧
場
」と

市
民
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
発
電
事
業
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
牧
場
内
の
堆
肥
小
屋

の
屋
根
に
30
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
太
陽
光
発
電
パ
ネ

ル
を
設
置
し
ま
す
。
費
用
は
８
３
０
万
円
、
疑

似
私
募
債
や
寄
付
な
ど
で
ま
か
な
う
計
画
で

８
月
か
ら
発
電
を
始
め
る
予
定
で
す
。 

 
 

こ
の
ほ
か
に
も
都
内
に
は
、
足
温
ネ
ッ
ト
も

含
め
て
16
の
団
体
が
市
民
・地
域
主
導
に
よ

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
を
め
ざ
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

●
か
た
く
な
な
東
京
都
の
対
応 

 
 

し
か
し
、
こ
う
し
た
事
業
活
動
に
は
様
々
な

課
題
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、
太
陽
光
発
電

パ
ネ
ル
を
設
置
で
き
る
場
所
探
し
で
す
。
固
定

価
格
買
取
制
度
に
よ
っ
て
20
年
間
買
い
取
っ
て

も
ら
う
に
は
発
電
出
力
10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
が

必
要
で
す
。
そ
れ
だ
け
の
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る

に
は
一
定
の
広
さ
の
屋
根
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

屋
根
を
貸
し
て
も
ら
う
に
は
貸
し
主
に
賃
料

を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
年
間
数

万
円
が
精
一
杯
で
す
。
そ
こ
で
、
自
治
体
な
ど

が
所
有
す
る
公
的
施
設
の
屋
根
を
営
利
企
業

だ
け
で
な
く
市
民
事
業
に
開
放
し
て
欲
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

 
 

二
つ
め
は
資
金
集
め
で
す
。
発
電
出
力
が
小

規
模
と
は
言
え
、
建
設
費
に
は
数
百
か
ら
数

千
万
円
の
資
金
が
必
要
で
す
。
金
融
機
関
は
、

何
の
担
保
も
持
た
な
い
市
民
事
業
体
に
な
か

な
か
融
資
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
か
と
言
っ
て
自

分
た
ち
で
出
資
金
を
募
る
に
は
法
的
な
規
制

が
厳
し
い
状
況
で
す
。
そ
れ
で
も
創
意
工
夫
し

な
が
ら
、
「疑
似
私
募
債
」＝
私
募
債
に
似
せ

て
個
人
か
ら
借
り
入
れ
る
手
法
、
「
オ
ー
ナ
ー

型
」
＝
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
を
買
い
取
っ
て

オ
ー
ナ
ー
に
な
り
賃
料
な
ど
を
受
け
取
る
手

法
、
「
市
民
信
託
」＝
信
託
さ
れ
た
財
産
を
運

用
す
る
手
法
、
な
ど
色
々
な
手
法
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ど
れ
ほ
ど
の
信
用
力
が
あ

る
か
は
未
知
数
で
す
。 

 
 

三
つ
め
は
事
業
運
営
で
す
。
前
述
し
た
川
崎

の
事
例
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
事
業
を
立
ち

上
げ
進
め
て
い
く
た
め
に
は
法
人
設
立
や
税

負
担
な
ど
、
こ
れ
ま
で
私
た
ち
が
経
験
し
て
こ

な
か
っ
た
事
を
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
全
く
の
素
人
で
話
を
進
め
て

行
く
に
は
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 
 

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
課
題
に
つ
い
て
行
政
側
と

話
し
あ
っ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
都

議
会
議
員
の
協
力
を
得
て
、
７
月
２
日
に
「
市

民
と
行
政
の
協
議
会
」
が
開
催
し
ま
し
た
。
当

日
は
会
場
が
満
席
に
な
る
１
３
０
名
以
上
の

方
々
に
出
席
い
た
だ
き
、
関
心
の
高
さ
を
伺
わ

せ
ま
し
た
。
都
議
会
各
会
派
も
自
民
党
を
除

く
全
て
の
会
派
の
議
員
に
出
席
し
ま
し
た
。 

 
 

私
た
ち
は
、
次
の
よ
う
な
提
案
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
①
東
京
都
の
所
有
す
る
施
設

の
屋
根
を
市
民
事
業
に
貸
し
て
欲
し
い
、
②
東

京
都
が
創
設
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ァ

ン
ド
の
融
資
対
象
を
市
民
事
業
に
広
げ
て
欲

し
い
、
③
事
業
運
営
に
向
け
た
支
援
策
を
設

け
て
欲
し
い
、
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
に
対
す

る
東
京
都
の
回
答
は
、
①
に
つ
い
て
は
東
京
都

が
設
置
し
て
い
く
、
②
に
つ
い
て
は
制
度
変
更

は
で
き
な
い
、
③
に
つ
い
て
は
専
門
家
派
遣
や

制
度
融
資
な
ど
の
し
く
み
が
あ
る
の
で
利
用
し

て
欲
し
い
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。
今
回
の
協
議

会
を
通
じ
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事

業
に
関
心
を
持
つ
市
民
が
こ
れ
だ
け
い
る
こ
と

を
東
京
都
に
示
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。 

 

●
市
民
電
力
に
不
利
な
制
度
運
用 

 
 

一
方
、
固
定
価
格
買
取
制
度
に
つ
い
て
国
は

運
用
を
厳
し
く
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
太
陽

光
発
電
の
買
取
価
格
は
、
制
度
開
始
か
ら
３

年
目
で
10

円
下
が
っ
て
32

円
に
な
り
ま
し

た
。
要
因
は
１
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
で
す
。
規
模
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど

設
備
単
価
が
下
が
る
た
め
で
す
が
、
市
民
・地

域
主
導
の
場
合
は
小
規
模
な
た
め
設
備
単
価

が
比
較
的
高
く
、
買
取
価
格
の
低
下
は
事
業

の
採
算
性
の
低
下
に
つ
な
が
り
、
結
果
と
し
て

事
業
と
し
て
成
り
立
た
な
く
な
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
４
月
か
ら
は
発
電
出
力
50
キ
ロ
ワ
ッ

ト
以
上
の
設
備
に
つ
い
て
、
設
備
認
定
後
３
ヶ

月
以
内
に
土
地
の
取
得
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
な

い
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
認
定
を
取
り
消
す
と
共

に
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
50
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
に

分
割
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
し
た
。
こ
の
運
用
変

更
は
、
固
定
価
格
買
取
制
度
が
設
備
認
定
後

の
建
設
期
限
を
定
め
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
の
設
備
認
定
だ
け
を
取
得
し
て
太

陽
光
発
電
パ
ネ
ル
の
価
格
下
落
を
待
っ
て
い
た

り
、
高
い
買
取
価
格
の
権
利
だ
け
を
転
売
し
よ

う
と
し
た
り
し
て
、
発
電
設
備
の
建
設
が
進
ま

な
い
た
め
に
と
ら
れ
た
措
置
で
す
。
こ
れ
で
い

く
と
、
前
述
し
た
「
調
布
ま
ち
な
か
発
電
」の
よ

う
な
事
例
は
抵
触
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 
 

経
済
産
業
省
は
、
６
月
17
日
に
開
か
れ
た

総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

小
委
員
会
に
お
い
て
、
固
定
価
格
買
い
取
り
制

度
の
改
定
に
向
け
本
格
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

消
費
者
負
担
の
抑
制
と
導
入
拡
大
が
両
立
す

る
仕
組
み
を
目
指
し
法
改
正
を
視
野
に
議

 

７
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た
市
民
と
行
政
の
協
議
会 
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世
の
中
に
は
色
々
な
女
子
が
お
り
ま
す
。
歴

史
大
好
き
女
子
「
レ
キ
ジ
ョ
」に
理
系
女
子
「リ

ケ
ジ
ョ
」
。
で
す
が
最
近
、
あ
る
女
子
が
ち
よ
っ

と
し
た
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
名
も

「
ソ
ー
ラ
ー
女
子
」
。
な
ん
と
都
内
の
集
合
住

宅
で
２
百
ワ
ッ
ト
ほ
ど
の
太
陽
光
発
電
だ
け
で

生
活
し
て
い
ま
す
。 

 
 

先
日
、
環
境
ま
ち
づ
く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
エ
コ
メ
ッ
セ

昭
島
店
の
イ
ベ
ン
ト
で
ソ
ー
ラ
ー
女
子
と
お
会

い
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
名
前
は
藤
井
智

佳
子
さ
ん
、
彼
女
は
国
立
市
内
に
あ
る
集
合

住
宅
で
一
人
住
ま
い
を
し
て
い
ま
す
。
本
業
は

草
木
染
め
の
布
や
糸
、
着
物
リ
メ
イ
ク
な
ど
を

使
っ
て
服
や
帽
子
、
小
物
な
ど
を
作
成
す
る

「
糸
へん
も
の
づ
く
り
作
家
」
で
す
。 

 
 

藤
井
さ
ん
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
生
活
に
疑

問
を
持
っ
た
の
は
３
・
11
の
福
島
第
一
原
発
事

故
で
し
た
。
以
来
、
電
気
を
使
わ
な
い
生
活
を

心
が
け
る
よ
う
に
な
り
、
テ
レ
ビ
や
エ
ア
コ
ン
な

ど
の
家
電
製
品
を
押
し
入
れ
に
し
ま
い
込
み
、

冷
蔵
庫
も
処
分
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
月
々
の

電
気
代
は
８
千
円
か
ら
１
千
円
ま
で
に
下
が
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
ど
う
し
て
も
電
気
を

必
要
と
す
る
物
が
残
っ
て
い
き
ま
し
た
。
携
帯

電
話
、
パ
ソ
コ
ン
、
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
オ
、
そ
れ
に
夜
の
照

明
で
す
。 

  

そ
れ
ら
の
電
力
を
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
で
ま

か
な
え
る
こ
と
が
分
か
っ
た
時
、
藤
井
さ
ん
は

東
京
電
力
と
の
契
約
を
打
ち
切
る
決
断
を
し

ま
し
た
。
12
年
９
月
１
日
の
こ
と
で
す
。 

 
 

ソ
ー
ラ
ー
女
子
・藤
井
さ
ん
の
家
に
は
色
々

な
非
電
化
グ
ッ
ズ
が
あ
り
ま
す
。
時
計
は
ゼ
ン

マ
イ
式
で
す
し
、
冷
蔵
庫
の
代
わ
り
に
気
化
熱

で
中
の
も
の
が
冷
え
る
素
焼
き
の
壺
が
あ
っ
た

り
、
ア
イ
ロ
ン
は
炭
を
使
っ
た
古
い
時
代
の
も
の

で
す
。
煮
炊
き
や
暖
房
は
ガ
ス
を
使
い
、
夏
は

よ
し
ず
と
ベ
ラ
ン
ダ
へ
の
打
ち
水
で
涼
を
取
っ
て

い
ま
す
。
太
陽
光
発
電
の
電
気
が
足
ら
な
く

な
っ
た
時
の
た
め
に
人
力
発
電
機
も
備
え
つ
け

て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
最
近
で
は
、
直
流
の
電

気
で
動
く
扇
風
機
と
炊
飯
ジ
ャ
ー
を
手
に
入

れ
た
そ
う
で
す
。
日
本
の
電
力
は
、
直
流
に
よ

る
電
気
を
交
流
に
変
換
し
て
運
ば
れ
て
く
る

た
め
、
全
て
の
家
電
製
品
が
交
流
の
電
気
で
動

き
ま
す
が
、
こ
れ
な
ら
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
か

ら
直
接
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
 

気
負
わ
ず
淡
々
と
、
で
も
明
確
な
意
志
を

持
っ
て
東
京
電
力
と
さ
よ
な
ら
し
た
藤
井
さ

ん
に
、
こ
の
生
活
を
ず
っ
と
続
け
る
の
か
聞
い
て

み
ま
し
た
。
す
る
と
。
こ
ん
な
答
え
が
返
っ
て
き

ま
し
た
。 

「
大
学
進
学
で
家
を
離
れ
た
息
子
が
帰
っ
て
き

た
ら
、
こ
の
生
活
は
無
理
か
な
…
」 

こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
か
楽
し
み
で
す
。 

 

◆
事
務
局
長･

山
﨑
求
博 

都
内
で
で
き
た
オ
フ
グ
リ
ッ
ド 

ソ
ー
ラ
ー
女
子
の
静
か
な
挑
戦 

●
写
真
左
上
か
ら
時
計
回
り
に 

ゼ
ン
マ
イ
仕
掛
け
の
時
計
、
ベ
ラ
ン
ダ
に
取
り

付
け
ら
れ
た
太
陽
光
発
電
、
七
輪
、
気
化
熱

冷
温
壺
、
炭
の
ア
イ
ロ
ン
、
そ
の
結
果
東
京
電

力
の
メ
ー
タ
ー
を
切
断
し
、
東
京
電
力
に
頼

ら
な
い
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 



5 

 

 

●
消
費
税
増
税
の
余
波 

 
 

え
ど
・
そ
ら
の
６
月
ま
で
の
発
電
実
績
が
出

ま
し
た
。（
下
表
参
照
） 

 
 

１
号
機
は
、
３
月
以
降
影
の
影
響
が
な
く
な

り
順
調
に
発
電
量
を
積
み
上
げ
て
お
り
、
冬

の
影
の
影
響
が
な
け
れ
ば
年
間
の
実
績
は
予

測
の
約
１
割
増
し
程
度
に
な
る
と
期
待
さ
れ

ま
す
。
冬
季
に
で
き
る
陰
の
影
響
を
無
く
す

改
善
工
事
は
７
月
中
に
内
容
を
決
め
、
９
月
頃

に
実
施
の
予
定
で
す
。 

  

２
号
機
は
、
発
電
開
始
か
ら
お
お
よ
そ
１
年

に
な
り
ま
す
が
、
年
間
実
績
が
予
測
の
３
割
増

し
と
、
非
常
に
あ
っ
ぱ
れ
な
結
果
と
な
っ
て
い
ま

す
。
あ
っ
ぱ
れ
を
漢
字
で
書
く
と
「天
晴
」
。
太

陽
光
発
電
を
形
容
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉

で
す
ね
。 

 
 

１
号
機
と
２
号
機
の
年
間
売
電
実
績
を
合

計
す
る
と
約
１
１
８
万
円
に
な
り
ま
す
。
こ
の

調
子
を
維
持
で
き
れ
ば
、
諸
経
費
を
入
れ
て

も
８
年
程
度
で
元
が
取
れ
そ
う
な
勢
い
で
す
。

な
お
、
５
月
か
ら
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
当
た
り
の
買
取

価
格
が
３
％
上
が
っ
て
43
・
２
円
に
な
っ
て
い
ま

す
。
４
月
か
ら
の
消
費
税
ア
ッ
プ
に
伴
う
値
上

が
り
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
足
温
ネ
ッ
ト
は
法

人
と
し
て
の
年
間
売
り
上
げ
が
１
千
万
未
満

で
す
か
ら
、
そ
の
分
増
収
＝
益
税
に
な
る
は
ず

で
、
消
費
税
増
税
で
収
入
増
に
な
る
と
は
皮

肉
な
も
の
で
す
。 

  

ま
た
、
昨
年
12
月
に
パ
ネ
ル
の
更
新
工
事

を
行
な
っ
た
市
民
立
第
二
発
電
所
＝
ほ
っ
と
館

で
す
が
、
工
事
以
前
と
比
較
す
る
と
余
剰
買

取
り
額
が
３
倍
程
度
に
な
っ
て
お
り
、
更
新
の

効
果
は
十
分
発
揮
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。 

 

●
疑
似
私
募
債
研
究
会
か
ら 

 
 

６
月
30
日
に
は
、
疑
似
私
募
債
研
究
会
か

ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け
ま
し
た
。
足
温
ネ
ッ

ト
が
「え
ど
・そ
ら
」建
設
に
あ
た
り
、
建
設
費

用
を
疑
似
私
募
債
で
集
め
た
こ
と
か
ら
、
全

国
で
40
件
ほ
ど
あ
る
事
例
の
ひ
と
つ
と
し
て
運

営
方
法
な
ど
を
聞
く
と
い
う
も
の
で
す
。 

 
 

研
究
会
の
多
賀
さ
ん
か
ら
は
、
意
志
決
定

か
ら
制
度
の
構
築
、
運
営
に
至
る
ま
で
細
部
に

わ
た
る
質
問
を
受
け
ま
し
た
。
疑
似
私
募
債

と
は
、
私
募
債
に
似
せ
て
知
人
や
友
人
と
金

銭
消
費
貸
借
契
約
を
結
ん
で
資
金
を
借
り
入

れ
る
も
の
で
す
。
借
入
な
の
で
出
資
の
よ
う
に

募
集
の
際
に
法
的
規
制
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
逆

に
所
管
す
る
法
律
が
無
い
こ
と
か
ら
否
定
的

な
指
摘
す
る
方
も
い
ま
す
。 

 
 

し
か
し
、
こ
の
手
法
は
古
く
か
ら
資
金
力
の

な
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
事
業
資
金
を
集
め
る
手
法

と
し
て
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
足
温
ネ
ッ
ト
の

他
に
も
市
民
発
電
事
業
で
使
わ
れ
て
い
る
事

例
が
あ
り
、
関
西
な
ど
で
は
「建
設
協
力
金
」

と
い
う
名
目
で
借
り
入
れ
て
お
り
、
年
利
１

パ
ー
セ
ン
ト
程
度
上
乗
せ
し
て
返
済
す
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。 

 
 

足
温
ネ
ッ
ト
で
は
、
金
銭
消
費
貸
借
契
約

上
の
金
利
を
ゼ
ロ
に
し
ま
し
た
。
金
利
の
支
払

い
が
、
出
資
に
対
す
る
配
当
に
見
な
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。
そ
の
代
わ
り
、
貸
し

手
に
対
し
て
は
、
売
電
収
入
で
得
ら
れ
た
利
潤

を
市
民
団
体
な
ど
に
投
資
し
、
そ
こ
で
得
ら
れ

た
農
産
物
な
ど
の
消
費
財
や
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。 

 
 

こ
う
し
た
工
夫
を
通
じ
て
疑
似
私
募
債
の

ル
ー
ル
化
が
図
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

 

●えどがわ市民発電プロジェクト● 

「えど･そら」だより 
 

 私たちが、エネルギーを市民の手に取り戻し
エネルギー自治を実現すべく昨年末から取り組
んでいる「えどがわ市民発電プロジェクト“え
ど･そら”」。その状況について支援いただいて
いる皆さまに現在の状況についてご報告させて
いただきます。 

えど・そら２号機（ほっと館）の最近の様子。点線で囲まれた部

分が、パネルの更新工事を行った市民立第二発電所です。発

電出力は3.0kWから4.9kWに増強されました。 

予測 実績 予測 実測 予測 実績 予測 実績 予測 実績 予測 実測 予測 実績 予測 実績

2014年4月 1,141 1,245 30 29 38.0 42.9 47,922 52,290 1,177 1719 30 30 39.2 57.3 49,434 72,198

2014年5月 1,322 1,491 31 33 42.6 45.2 55,524 64,411 1,331 1630 31 30 42.9 54.3 55,902 70,416

2014年6月 1,062 1,074 30 28 35.4 38.4 44,604 46,396 1,030 1270 30 30 34.3 42.3 43,260 54,864

2014年7月 1,209 0 31 0 39.0 ##### 50,778 0 1,177 0 31 0 38.0 ##### 49,434 0

2014年8月 1,322 0 31 0 42.6 ##### 55,524 0 1,311 0 31 0 42.3 ##### 55,062 0

2014年9月 938 0 30 0 31.3 ##### 39,396 0 981 0 30 0 32.7 ##### 41,202 0

2014年10月 781 0 31 0 25.2 ##### 32,802 0 846 0 31 0 27.3 ##### 35,532 0

2014年11月 695 0 30 0 23.2 ##### 29,190 0 792 0 30 0 26.4 ##### 33,264 0

2014年12月 752 0 31 0 24.3 ##### 31,584 0 913 0 31 0 29.5 ##### 38,346 0

2015年1月 828 0 31 0 26.7 ##### 34,776 0 999 0 31 0 32.2 ##### 41,958 0

2015年2月 827 0 28 0 29.5 ##### 34,734 0 948 0 28 0 33.9 ##### 39,816 0

2015年3月 996 0 31 0 32.1 ##### 41,832 0 1,066 0 31 0 34.4 ##### 44,772 0

合計 11,873 3,810 365 90 32.5 42.3 498,666 163,097 12,571 4,619 365 90 34.4 51.3 527,982 197,478

表１ えどそら1号実績 表２ えどそら2号実績

発電量ｋｗｈ 日数 1日当たり発電量 売電額 発電量ｋｗｈ 日数 1日当たり発電量 売電額
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論
、
年
内
を
め
ど
に
最
終
報
告
を
と
り
ま
と

め
る
と
し
て
い
ま
す
。 

 
 

政
府
側
か
ら
示
さ
れ
た
資
料
に
よ
る
と
、

12
年
度
の
標
準
的
な
家
庭
の
上
乗
せ
額
は
月

額
87
円
で
し
た
が
、
14
年
度
は
２
２
５
円
に

拡
大
。
全
体
で
は
12
年
度
の
１
９
７
１
億
円
か

ら
14
年
度
は
６
５
２
０
億
円
に
急
増
す
る
見

込
み
と
し
て
い
ま
す
。
小
委
員
会
で
は
、
導
入

が
さ
ら
に
拡
大
し
た
場
合
の
家
庭
の
負
担
増

を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
技
術
面
の
改
良
な

ど
で
発
電
コ
ス
ト
を
低
減
で
き
な
い
か
、
発
電

所
と
消
費
地
を
結
ぶ
送
電
網
の
増
強
策
な
ど

も
検
討
す
る
そ
う
で
す
。 

    

こ
の
日
の
小
委
員
会
で
は
、
経
済
団
体
か
ら

「
発
電
設
備
が
増
え
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は

負
担
の
増
加
が
制
御
不
能
に
な
る
」と
、
市
民

電
力
の
拡
大
を
牽
制
す
る
か
の
発
言
が
あ
り

ま
し
た
が
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
関
係
団

体
か
ら
は
こ
の
流
れ
は
止
め
ら
れ
な
い
と
す
る

反
論
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

 

●
賦
課
金
負
担
に
疑
問
の
声 

 
 

と
こ
ろ
で
、
昨
年
12
月
に
発
売
さ
れ
た
雑

誌
『
東
洋
経
済
』
は
、
「再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

賦
課
金
を
め
ぐ
る
不
可
解
」と
題
し
た
記
事

を
掲
載
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
賦
課
金
の

負
担
額
が
１
千
億
円
も
過
大
に
消
費
者
に
課

せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。 

 
 

記
事
が
指
摘
す
る
の
は
、
賦
課
金
の
計
算

方
法
で
す
。
毎
年
の
賦
課
金
は
、
「
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電
さ
れ
た
電
気
の
買
い
取
り

費
用
見
込
み
額
」と
「制
度
運
用
の
事
務
費

用
」
か
ら
「回
避
可
能
費
用
の
見
込
み
額
」を

差
し
引
い
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
回
避
可
能
費

用
と
は
、
電
力
会
社
が
再
エ
ネ
の
電
気
を
買
い

取
る
分
、
自
社
で
発
電
せ
ず
に
済
む
た
め
、
そ

れ
に
よ
っ
て
削
減
＝
回
避
で
き
る
燃
料
費
な
ど

の
発
電
費
用
を
い
い
ま
す
。
経
済
産
業
省
の
計

算
に
基
づ
く
13
年
度
の
買
取
費
用
見
込
み
額

は
４
千
８
百
億
円
、
事
務
費
用
は
３
億
円
で
、

回
避
可
能
費
用
の
見
込
み
額
は
１
６
７
０
億

円
。
差
額
の
３
１
３
３
億
円
が
賦
課
金
と
さ
れ

ま
し
た
。 

 
 

買
取
費
用
は
、
毎
年
定
め
ら
れ
る
買
取
単

価
と
予
想
買
い
取
り
量
か
ら
導
き
出
さ
れ
、

回
避
可
能
費
用
は
、
電
力
会
社
が
有
す
る
す

べ
て
の
電
源
の
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
当
た
り
平
均
運

転
単
価
を
、
再
エ
ネ
電
力
の
買
い
取
り
量
に
掛

け
合
わ
せ
て
計
算
し
て
い
ま
す
。 

 
 

記
事
は
、
回
避
可
能
費
用
を
計
算
す
る

ベ
ー
ス
と
し
て
全
電
源
の
運
転
単
価
の
平
均
値

を
使
う
の
は
、
妥
当
性
に
疑
問
が
あ
る
と
し
て

い
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
電
力
会
社
が
再
エ

ネ
電
力
の
買
い
取
り
分
だ
け
自
社
の
発
電
量

を
削
減
す
る
際
、
最
も
運
転
単
価
の
高
い
電

源
か
ら
優
先
的
に
削
減
す
る
の
が
経
済
合
理

的
だ
か
ら
だ
と
し
て
い
ま
す
。 

    

こ
う
し
た
疑
問
に
つ
い
て
、
記
事
は
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
財
団
の
木
村
啓
二
・上
級
研
究
員
に

よ
る
賦
課
金
の
試
算
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
木

村
氏
に
よ
る
と
、
回
避
可
能
費
用
を
計
算
す

る
ベ
ー
ス
と
し
て
、
電
源
の
中
で
最
も
高
い
石

油
火
力
の
燃
料
費
単
価
と
、
時
間
帯
ご
と
の

電
力
需
給
で
決
ま
る
卸
電
力
市
場
価
格
を

使
っ
た
場
合
、
石
油
火
力
の
燃
料
費
単
価
で
は

全
電
源
平
均
値
ベ
ー
ス
と
比
べ
、
１
千
４
百
億

円
近
く
縮
小
し
、
卸
電
力
価
格
を
用
い
た
場

合
で
も
約
１
千
１
百
億
円
圧
縮
さ
れ
た
そ
う

で
す
。
現
状
は
利
用
者
の
賦
課
金
負
担
が
１
千

億
円
以
上
も
過
大
に
膨
ら
ん
で
い
る
可
能
性

が
あ
る
と
記
事
は
指
摘
し
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
１
千
億
円
以
上
の
お
金
が
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
事
業
者
に
は
回
ら
ず
、
電
力
会
社
が

儲
け
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。 

 
 

こ
の
指
摘
に
対
し
て
、
経
産
省
側
は
、
「再
エ

ネ
導
入
に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
る
電
源
は
実
測

不
可
能
。
必
ず
し
も
石
油
火
力
か
ら
調
整
し

な
い
」「
石
油
火
力
は
夜
間
な
ど
需
要
低
下
時

に
は
用
い
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
、
時
間
帯
に

よ
っ
て
は
代
表
性
に
欠
け
る
」な
ど
と
反
論
し

て
い
る
そ
う
で
す
。 

 
 

今
回
は
、
活
発
化
す
る
市
民
・
地
域
主
導
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
に
対
し
て
、

行
政
の
支
援
策
や
法
制
度
を
め
ぐ
る
課
題
に

つ
い
て
述
べ
て
み
ま
し
た
。
問
題
な
の
は
、
政
策

や
法
制
度
が
誰
に
対
し
て
も
透
明
で
、
市
民

や
地
域
が
参
画
で
き
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
か

で
す
。
実
際
に
は
、
産
業
界
や
そ
こ
か
ら
援
助

を
受
け
て
い
る
学
識
経
験
者
が
委
員
と
な
っ
て

い
る
委
員
会
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
小
水
力
発
電
の
買
取
額
は
制
度
発
足
前

に
推
進
団
体
と
経
産
省
が
話
し
あ
っ
た
結
果
、

出
力
規
模
別
の
買
取
価
格
が
実
現
で
き
て
い

ま
す
。 

   

課
題
解
決
に
向
け
て
、
市
民
・
地
域
の
側
か

ら
政
府
に
働
き
か
け
を
強
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
都
内
の
市
民
事
業
体
を
中
心
に

今
年
２
月
に
結
成
さ
れ
た
「
市
民
電
力
連
絡

会
」
で
は
、
小
規
模
事
業
の
立
場
か
ら
発
言
力

を
持
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
足
温
ネ
ッ
ト
も
そ

の
一
員
と
し
て
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
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